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病原体等の取扱いに関する教育訓練

山口大学バイオセーフティ委員会

一般教育訓練



1. 病原体等の保管・使用に関する規則

2. 病原体等の性質と安全管理

4. 実験室での基本的な作業

講習の内容

3. 病原体取扱いの実践



1. 病原体等の保管・使用に関する規則



WHO

Laboratory Biosafety Manual

Biosafety in 
Microbiological and 
Biomedical 
Laboratories (BMBL)

CDC (USA)

Canadian Biosafety 
Standard (CBS) 
Second Edition

病原体の保管・使用等に関する規則

感染症法（感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律）など

Canada 日本

病原体、毒素を4段階のリスク群に分類

各リスク群に応じた対策 ➡ バイオセーフティレベル (BSL)-1～4

各国、各機関において病原体に関する規則等 (BSLのレベル、扱う病原体等) を定めている

Australia

Safety in laboratories



山口大学で病原体を扱う場合に従う規則等

④ 家伝法（家畜伝染病予防法）

① 国立大学法人山口大学病原体等安全管理規則
(感染症発生予防規定の内容を含む)

遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律
（研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置を定める省令）

その他（動物実験等）

③ 感染症法（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律）

生物兵器禁止法（外務省）

外為法の輸出貿易管理令（経産省省令）

航空法（国土交通省省令）

② 国立大学法人山口大学病原微生物安全管理要項



① 病原体安全管理規則の見直し
これまで

2021年度～

国立大学法人山口大学病原体等安全管理規則

BSL2病原体

BSL3病原体

特定病原体（感染症法）

監視伝染病病原体（家伝法）

病原体等

BSL-2で扱う（扱える）病原体

BSL-3で扱う（扱える）病原体

特定病原体（感染症法）

監視伝染病病原体（家伝法）

病原体等

病原微生物

国立大学法人山口大学病原微生物安全管理要項

国立大学法人山口大学病原体等安全管理規則

特定病原体、監視伝染病病原体以外の病原体の取扱い等については、
バイオセーフティ・セキュリティの実践を同様にする必要はないが、規則の
中で混在している

感染症発生予防規定（感染症法）および
家畜感染症発生予防規定（家伝法）の事項を含む

感染症発生予防規定（感染症法）および
家畜感染症発生予防規定（家伝法）の事項を含む

病原微生物の取扱い等に関する事項を含む

特定病原体、監視伝染病病原体については、病原体等安全管理規則に従う

BSLはバイオセーフティ・セキュリティのレベルで
病原体のリスクレベルではないため名称を改める

「病原微生物」とし、「病原体等」は特定病原体と監視伝染病病原体を指すこととする



http://ds22.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~ken-san/gakunai/rinri/byougentai/toriatukai.html

① 国立大学法人山口大学病原体等安全管理規則

山口大学病原体等安全管理規則
様式1 病原体等取扱実験室申請書
様式2 病原体等取扱実験室終了届
様式3 病原体等使用・保管申請書
様式3（別紙）病原体等取扱者一覧
様式4 病原体等受入申請書
様式5 病原体等分与申請書
様式6 病原体等廃棄届
様式7 病原体等運搬申請書

山口大学病原微生物安全管理要項
様式1 病原微生物使用・保管届出書
様式2 病原微生物使用・保管申請書
様式3 病原微生物供与申請書
様式4 病原微生物使用終了報告書

病原体等運搬要領
山口大学バイオセーフティ委員会規則



（趣旨）

第1条 この規則では，感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律(平成1

0年法律第114号。以下「感染症法」という。) 及び家畜伝染病予防法 (昭和26年法律第

166号。以下「家伝法」という。) の定めるところに基づき，国立大学法人山口大学(以下

「本法人」という。) において，病原体等を実験的に取扱う際，病原体等の取扱い及び管理

を安全に行わせ，かつ，実験，研究その他の業務を必要以上に制約することなく作業環境

を整備し，特定病原体等による感染症及び監視伝染病病原体による家畜伝染病の発生，

まん延及び事故を防止するために必要な事項を定める。

2 この規則は，感染症法に基づく感染症発生予防規程及び家伝法に基づく家畜伝染病発

生予防規程に定めるべき事項を含むものとする。

① 国立大学法人山口大学病原体等安全管理規則



（目的）

第１条 この要領は、国立大学法人山口大学(以下「本法人」という。) において、研

究、教育、その他の利用に供する病原微生物の使用、保管、滅菌等（以下「取扱い

等」という。）を行う場合に、安全確保及び環境保全の観点から、病原微生物の安

全管理を適正に行うことを目的とする。

② 国立大学法人山口大学病原微生物安全管理要項



特定病原体等（一種、二種、三種、四種病原体等）として、持つことや
使うことに関する決まりごとが定められている

法律

（目的）
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関し必要な措置を定めることにより、感染症の発生を
予防し、及びそのまん延の防止を図り、もって公衆衛生の向上及び増進を図ることを目的とする。

第一章 総則
第二章 基本指針等
第三章 感染症に関する情報の収集及び公表
第四章 就業制限その他の措置
第五章 消毒その他の措置
第六章 医療
第七章 新型インフルエンザ等感染症
第八章 新感染症
第九章 結核
第十章 感染症の病原体を媒介するおそれのある動物の輸入に関する措置

第十一章 特定病原体等（第56条の3～第65条の3）

第十二章 費用負担
第十三章 雑則
第十四章 罰則

③ 感染症法（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律）



感染症法における特定病原体の管理

〇SARSコロナウイルス2 ⇦ 追加



特定病原体所持者の罰則等









特定病原体所持者の罰則（例）

一種病原体等をみだりに発散させて公共の危険を生じさせた場合
（未遂罪を含む）

67条1項

無期若しくは2年以上
の懲役又は1,000万
円以下の罰金

厚生労働大臣の指定を受けずに，一種病原体等を輸入した場合 68条1項

10年以下の懲役又
は500万円以下の罰
金

厚生労働大臣の指定を受けずに一種病原体等を所持した場合 69条1項1号
7年以下の懲役又は
300万円以下の罰金

厚生労働大臣の許可を受けずに二種病原体等を所持した場合
71条1号

3年以下の懲役又は
200万円以下の罰金

二種病原体等に係る申請許可事項を事前に届け出ずに変更した場合 72条1号
1年以下の懲役又は
100万円以下の罰金

特定一種病原体等及び二種病原体等を取り扱う施設において，病原
体等取扱主任者を選任しなかった場合

72条3号
1年以下の懲役又は
100万円以下の罰金

三種病原体等の所持の届出をせず，又は虚偽の届出をした場合 75条2号 300万円以下の罰金

三種病原体等の届出に係る事項の変更の届出をしなかった場合 76条1号 100万円以下の罰金

厚生労働大臣及び農林水産大臣の許可なく，指定動物を輸入した
場合

77条8号 50万円以下の罰金



監視伝染病病原体（重点管理家畜伝染病病原体、要管理家畜伝染病病原体、
届出伝染病病原体）として、持つこと、使うこと、移動することに関する決まりごと
が定められている

法律

（目的）

家畜の伝染性疾病（寄生虫病をふくむ。以下同じ。）の発生を予防し、及びまん延を
防止することにより、畜産の振興を図ることを目的とする

・ 家畜伝染病の発生を予防するための届出、検査等

・ 家畜伝染病のまん延を防止するための発生時の届出、殺処分、移動制限等

・ 家畜の伝染性疾病の国内外への伝播を防止するための輸出入検疫

・ 国・都道府県の連携、費用負担等

・ 家畜の所有者が遵守すべき衛生管理方法に関する基準（飼養衛生管理基準）
の制定

・ 生産者の自主的措置

等について定められてる（第一～七章、第五章が病原体の所持に関する措置について）

④ 家伝法（家畜伝染病予防法）

ベシキュラーストマティティスウイルス（VSV）は持っていませんか？





１．病原体はクラス2以上に分類される。

３．大臣確認実験を要する研究

① ウイルスを宿主とする遺伝子組換え生物を使用する実験

② クラス４の病原体を核酸供与体として使用する実験

③ リストに載っていない生物（新規の病原体など）を、核酸供与体または宿主
として用いる実験

２．病原体では、BSL1~3実験室としている一方、
遺伝子組換え生物ではP1～P3実験室としている

病原体を宿主とする遺伝子組換え生物は、宿主のクラスに応じた実験室
（P2, P3実験室）で扱う。

遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律
（研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置を定める省令）

④ その他



部局等の長

病原体取扱主任者

病原体等取扱者

病原体等取扱責任者

部局

山口大学

病原体等所持者（学長）

病原体管理の運用、責任、申請・届出、承認体制の見直し

バイオセーフティ委員会

実験室の立入り者

研究室 (実験ごと）

実験室の管理責任者

部局等の長

病原体取扱主任者

病原体等取扱者

病原体等取扱責任者

部局

山口大学

病原体等所持者（学長）

（バイオセーフティ委員会）

実験室の立入り者

研究室 (実験ごと）

実験室の管理責任者

安全責任者

審議

申請

確認・判断

確認・承認承認

申請
病原体保管・使用、
SOP作成、取扱い者、
教育訓練、実験、
非常時・緊急時対応、
他リスク管理
（ソフト、一部ハード）

実験室（ハード）、
取扱い責任者、
非常時・緊急時対応

責任

責任体制の構築
規則の制定・周知、
教育訓練、実験把握、
責任者（取扱い者）把握
病原体保管・使用把握、
厚労省への申請・届出、
非常時・緊急時対応

責任

実験開始

責任

これまで 2021年度～

実験開始

数週間～数か月を要している

各部局から選出された委員で構成

現実的なリスクマネージメントの認識不足



部局等の長

病原体取扱主任者

病原体等取扱者

病原体等取扱責任者

各部局

山口大学 病原体等所持者（学長）

病原体等管理の運用、責任体制

山口大学バイオセーフティ委員会

実験室の立入り者

マニュアル等（実験室、
作業、記録等）

部局ごとの規則、ルール等

安全責任者

委員長、病原体取扱主任者、安全責任者(部局の代表)、その他

病原体等ごと

山口大学病原体等
安全管理規則

病原微生物取扱者

病原微生物取扱責任者

実験室の立入り者

マニュアル等（実験室、
作業、記録等）

病原微生物ごと

山口大学病原微生物
安全管理要項



・各実験室の使用、作業手順、その他についての実技トレーニング

・実験室、実験ごとのマニュアルを作成

・病原体の使用、保管、運搬、記録の適切な実施

・病原体等、病原微生物の所持、使用、運搬に関する申請、届出等

・各記録の保管

・機器、設備の定期点検

・業者、見学者など一時的な立入り者に対する教育訓練

・実験室・保管室（二、三種病原体）の入退室記録

教育

・事故対応、災害時の応急措置

・その他、安全管理に必要な事項

・各実験で扱う病原体の性質、管理、実験内容に関する教育

計画

実施

設備・機器

非常時対応

病原体等取扱責任者、病原微生物取扱責任者の責任

責任者がすべきことの例



病原体等の取扱い（保管、使用等）に関する手続き

病原体等安全管理規則（特定病原体）の手続き

様式1 病原体等取扱実験室申請書

様式2 病原体等取扱実験室終了届

様式3 病原体等使用・保管申請書

様式3（別紙）病原体等取扱者一覧

様式4 病原体等受入申請書

様式5 病原体等分与申請書

様式6 病原体等廃棄届

様式7 病原体等運搬申請書

病原体等運搬要領

部局に提出

安全責任者が
内容確認

大学に提出

取扱い主任者が
内容確認

病原体等安全管理規則



病原体等の取扱い（保管、使用等）に関する手続き
https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~ken-san/gakunai/rinri/byougentai/toriatukai.html



審査後、許可

厚生労働省

二種病原体等所持許可書等
その他必要書類を提出

申請

変更の場合は届出

二種病原体等の取扱い等（所持、保管、輸入など）に関する手続き

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

学長（山口大学）

病原体取扱責任者（研究室）

部局等の長（部局）

安全責任者

許可

許可の通知

申請

取扱い主任者

申請

確認

確認



三種病原体等の取扱い等（所持、保管、輸入など）に関する手続き

厚生労働省

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

学長（山口大学）

病原体取扱責任者（研究室）

部局等の長（部局）

安全責任者

許可

許可の通知

申請

取扱い主任者

申請

確認

確認

届出 三種病原体等所持届出書、
その他必要書類を提出



四種病原体等の取扱い等（所持、保管、輸入など）に関する手続き

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

学長（山口大学）

病原体取扱責任者（研究室）

部局等の長（部局）

安全責任者

許可

許可の通知

申請

取扱い主任者

申請

確認

確認



病原体等の取扱い（保管、使用等）に関する手続き

病原体等安全管理規則（監視伝染病病原体）の手続き

様式1 病原体等取扱実験室申請書

様式2 病原体等取扱実験室終了届

様式3 病原体等使用・保管申請書

様式3（別紙）病原体等取扱者一覧

様式4 病原体等受入申請書

様式5 病原体等分与申請書

様式6 病原体等廃棄届

様式7 病原体等運搬申請書

病原体等運搬要領

部局に提出

安全責任者が
内容確認

大学に提出

取扱い主任者が
内容確認

病原体等安全管理規則



重点管理家畜伝染病病原体、要管理家畜伝染病病原体の
取扱い等（所持、保管、輸入など）に関する手続き

農林水産省

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

様式3 病原体等使用・保管申請書
その他必要書類を提出

学長（山口大学）

病原体取扱責任者（研究室）

部局等の長（部局）

安全責任者

許可

許可の通知

申請

取扱い主任者

申請

確認

確認

家畜伝染病病原体所持許可書、
その他必要書類を提出

申請

変更の場合は届出

審査後、許可



病原微生物の取扱い（保管、使用等）に関する手続き

病原微生物安全管理要項（病原微生物）の手続き

様式1 病原微生物使用・保管届出書

様式2 病原微生物使用・保管申請書

様式3 病原微生物供与申請書

様式4 病原微生物使用終了報告書

病原体等運搬要領

部局に提出

安全責任者が
内容確認

大学に提出

取扱い主任者が
内容確認

病原微生物安全管理要項

対象となる病原微生物がBSL-2またはBSL-3のどちらのレベルで扱うかについては、
参考リストを準備、リストにないものはレベルを判断する根拠を記載



どのような実験を行うのかを具体的に記載

具多的に記載

枠は必要に応じてひろげて下さい。

様式4 病原体等受入申請書
様式7 病原体等運搬申請書 も必要

室名、保管庫名、ディープフリーザー等



https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~ken-san/gakunai/rinri/byougentai/toriatukai.html

病原微生物の取扱い（保管、使用等）に関する手続き



病原微生物（BSL-3対象）の所持、変更、輸入などに関する手続き

様式2 病原微生物使用・保管申請書、
その他必要書類を提出

様式2 病原微生物使用・保管申請書、
その他必要書類を提出

学長（山口大学）

病原微生物取扱責任者（研究室）

部局等の長（部局）

安全責任者

許可

許可の通知

申請

取扱い主任者

申請

確認

確認



学長（山口大学）

病原微生物取扱責任者（研究室）

様式1 病原微生物使用・保管届出書、
その他必要書類を提出

部局等の長（部局）

安全責任者

様式1 病原微生物使用・保管届出書、
その他必要書類を提出

届出

取扱い主任者

届出

確認

確認

病原微生物（BSL-2対象）の所持、変更、輸入などに関する手続き





2. 病原体等の性質と安全管理



細菌

真菌ウイルス

回虫 アニサキス ランブル鞭毛虫

大腸菌 黄色ブドウ球菌

アスペルギルス 白癬菌インフルエンザウイルス エボラウイルス

病原体・毒素の例

プリオン

マラリア原虫

異常プリオンタンパク質 (PrPSc)

寄生虫
蠕虫 原虫

サルモネラ菌

コロナウイルス

https://commons.wikimedia
.org/wiki/File:PRNP_.png

毒素

ボツリヌス毒素 リシン毒素

トウゴマ (ヒマ) の種子



・飛沫感染
・飛沫核感染（空気感染）

食べる、飲む

注射、輸血など

節足動物の吸血

胎内、産道、母乳、
介(経)卵

接触

経口

ベクター

血液

母子

触れる

呼吸器

吸う

病原体の感染経路

性交

( 感染)

感染

感染

感染

感染

感染 消化器

感染

感染

1. 病原体の種類 3. 感染経路2. 宿主の免疫状態(感受性、抵抗性) 4. 病原体量

感染の成立条件

病原体を扱う者は、扱う病原体について、性質、感染様式、感染病態等を熟知すること



人（悪意）から、
病原体を守る

バイオハザード バイオテロ

バイオリスク

病原体や毒素等を用いて、人や
動物に健康被害を起こす行為

バイオセーフティ バイオセキュリティ

病原体から、人や環境
を守る

病原体や毒素等が人や
動物に及ぼす健康被害

安全管理（広義のバイオセーフティ）

安全管理 -バイオセーフティとバイオセキュリティ-



針刺し事故、咬傷

傷のある皮膚への接触感染

結膜、粘膜への飛沫、接触感染

病原体を含むエアロゾルの吸入

容器の破損による病原体の流出

注射器、ピペットマン等の誤使用

安全キャビネット外での病原体取扱い

不適切な病原体取扱い、作業手順のミス

実験室外への汚染物流出

防護具の不適切な使用

病原体の盗難、盗失、紛失（事故）

不審者の侵入

デュアルユース

病原体保管記録の不一致

悪意を持った実験者

実験者の不正行為

不適切な病原体の保持、取扱い

未承認の実験

管理区域のずさんな立ち入り制限

病原体のずさんな管理、記録

バイオリスクの例

バイオハザードにつながるおそれ バイオテロにつながるおそれ



バイオセーフティ バイオセキュリティ

安全キャビネットの設置

安全機器の配置

動物用アイソレーターの設置

施設建物の施錠設備

滅菌装置、滅菌設備

病原体保管庫の施錠

管理区域の設定

実験室の施錠設備

避難経路の配置

HEPAフィルタを備えた空調設備
入退室管理システムの設置

個人防護具の着用
病原体記録簿の作成、記帳

作業者の健康管理、予防接種
SOPの作成

教育訓練
適切な消毒、滅菌の順守

盗難、紛失発生時の届け出非常時対応訓練暴露時の迅速な報告と対応

鋭利な物やガラス器具等の制限

安全キャビネットの使用

病原体研究の正しい知識と行動

デュアルユースの認識と適切な行動

実験室、管理区域の入退室記録

病原体保管の定期点検

マニュアルの作成

安全器具の使用

安全管理の実践例

保管庫

管理
区域

実験室（保管室）

実験室
入口

鍵

鍵

施錠

病原体の

封じ込め

室内を観察できる窓、カメラ

ハード

ソフト

ハード

ソフト



実験施設における感染事故例

BSL-4施設

1988年 研究者がマールブルグウイルスに感染、死亡（詳細不明）
1990年 研究者がマールブルグウイルスに感染、回復（詳細不明）
2004年 研究者が指に針刺しでザイールエボラウイルスに感染、死亡

ロシア（ノボシビルスク）：Vector laboratory

ドイツ（ハンブルグ）：Bernhard Nocht Institute for Tropical Medicine
2009年 研究者がエボラウイルスの入った注射針がグローブを貫通、感染確認されず

BSL-2, 3施設

2004年 研究者2名がSARSコロナウイルスに感染、研究者の母が2次感染で死亡
不活化不十分のウイルスサンプルによるBSL-3実験室外での感染が疑われた

中国（北京）：The national Institute of Virology

アメリカ（ボストン）：Boston University
2004年 研究者2名が野兎病菌に感染

BSL-2で扱っていた非感染性のワクチン株に病原性株がコンタミしていた可能性

アメリカ（ニューヘブン）：Yale University
1994年 ウイルス研究者がサビアウイルス（ブラジル出血熱）に感染

安全キャビネット外での遠心後に容器破損
サビアウイルスは現在ではBSL-4施設での扱い

Final Supplemental Risk Assessment Report for 
the Boston University National Emerging 
Infectious Diseases Laboratories (NEIDL) から引用



3. 病原体取扱いの実践



バイオセーフティレベル(BSL)について WHO Laboratory 
Biosafety Manual –
Third Edition

バイオセーフティとバイオセキュリティ両方の対策が含まれる



要

バイオセーフティレベル(BSL)施設基準の要約 WHO Laboratory Biosafety Manual 
– Third Edition

要



BSL3に分類される真菌、細菌、ウイルス

BSL-1

BSL-2

BSL-3

四種病原体三種病原体二種病原体

特定一種病原体

BSL2, 3で扱うもの以外の病原微生物で、
健常者への病原性がないか低いものやワクチン株等

BSL2に分類される原虫類、吸虫類、条虫類及び線虫類、

真菌、細菌、ウイルス

重点管理

要管理

届出

要管理

BSL-4

四種病原体三種病原体二種病原体

（所持はできない）

病原体とバイオセーフティレベル

リストにない病原体は、BSLの根拠を示し安全責任者が確認
（CDCや国立感染症研究所等の情報を参照）



BSL-1実験室
BSL-2実験室

BSL-3実験室 BSL-4実験室（スーツタイプ） ヘパフィルター

安全キャビネット

安全キャビネットオートクレーブ
（建物内でもよい）

実験室への内向き気流

ヘパフィルター

安全キャビネット

実験室への内向き気流

オートクレーブ

壁貫通式
オートクレーブ

バイオセーフティレベルに応じた実験室



BSL-4
（スーツタイプ）

ヘパフィルター

安全キャビネット

BSL-3実験室設備の概略

実験室への
内向き気流

HEPAフィルター

安全キャビネットオートクレーブ

前室 BSL-3実験室
前室、実験室内を
陰圧に制御

給気

排気

一般的に、隣の部屋
との差圧を数10Pa 
(パスカル)にする

実験室の気密性が非常に高い

密閉式ダクト（クラスIIB）の
安全キャビネットは影響が大きい
➡基本的には推奨されない

BSL-4実験室では、実験室内の陰圧制御は高度なシステムが必要

ドアを開けた瞬間に隣の部屋と
の差圧は0になる

作業者のスーツから部屋の中に
給気されている

ちなみに



感染症法におけるBSL-2実験室の例



感染症法におけるBSL-3実験室の例



家伝法におけるBSL-3実験室の例



家伝法におけるBSL-3実験室の例



家伝法におけるBSL-2実験室の例



家伝法におけるBSL-2実験室の例



病原体等安全管理規則における施設の位置，構造及び設備の基準

2種病原体等 3種病原体等 4種病原体等

対象病原体等のBSL BSL-3 BSL-2 BSL-3 BSL-2 BSL-3 BSL-2

位置(地崩れ，浸水のおそ

れの少ない場所)

○ ○ ○ ○ ○ ○

耐火構造又は不燃材料(

建築基準法)

○ ○ ○ ○ ○ ○

管理区域(例)

「実験室」，

前室(検

除く。)，

保管庫，

滅菌設備

等

「実験室」，

保管庫，

滅菌設備

等

「実験室」，

前室(検

除く。)，

保管庫，

滅菌設備

等

「実験室」，

保管庫，

滅菌設備

等

「実験室」，

前室(検

除く。)，

保管庫，

滅菌設備

等

「実験室」，

保管庫，

滅菌設備

等

保管施設(庫)

「実験室」

内・管理

区域内

「実験室」

内・管理

区域内

「実験室」

内・管理

区域内

「実験室」

内・管理

区域内

管理区域

内

管理区域

内

施錠等の

設備・器

具

○ ○ ○ ○ ○ ○

通行制限

等措置

○ ○ ○ ○ ― ―

実験室 実験室

鍵 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専用の前

室

○(検除く。

)

―

○(検除く。

)

―

○(検除く。

)

―

インター

ロック又は

準ずる二

重扉

○(検除く。

)

―

○(検除く。

)

―

○(検除く。

)

―

実験室内 実験室

壁・床・

天井等

の耐

水・気

密，消

毒

○ ― ○ ― ○ ―

壁・床

等の消

毒

○ ○ ○ ○ ○ ○

通話又

は警報

装置

○ ― ○ ― ○ ―

窓等措

置

○(検

除く。)
―

○(検

除く。)
―

○(検

除く。)
―

安全

キャビ

ネット

○(ク

ラスⅡ

以上)

―

○(ク

ラスⅡ

以上)

―

○(ク

ラスⅡ

以上)

―



個人用防護具 (Personal Protective Equipment: PPE)

BSL-2

白衣

手袋

マスク

BSL-3

フェースガード

長靴

手袋（2重）

マスク（N95）

つなぎタイプの防護服

エプロン

BSL-4(スーツ型）

陽圧防護服
BSL-4(グローブボックス型）



安全キャビネット

有害な気体や揮発性の
有害物質を扱う

無菌操作を行う

ドラフトチャンバー
（局所排気装置）

HEPAフィルタ

クラスI 安全キャビネット

クラスI、クラスII、クラスIII がある

クラスII

クラスI クラスIII

クリーンベンチ
（無菌装置）

クラスII 安全キャビネット ➡JIS K 3800で規格が定められている

キャビネット内の空気をHEPAフィルタを通して排気

タイプA1, A2, B1, B2に分類される

クラスII安全キャビネットの性能は、主として、HEPAフィルタ、および

流入気流と吹出し気流で構成される前面開口部の気流バランスの3点で決定

「HEPAフィルタの透過率、流入風速、吹出し風速」が重要

病原体は安全キャビネット内で扱う

特に、エアロゾルが発生する操作では必須



クラスII安全キャビネット クリーンベンチ

ファン
（送風機）

HEPAフィルタ

流入気流

吹出し気流

構造により、A(古典形), B、C(改良形), D(負圧形), E(現行B1形), F(全排気形)に分類

JISK3800:2009

タイプA1 タイプA2 タイプB1 タイプB2

使用目的 生物材料および不揮発性物質の取扱い
少量の揮発性物質・ガスの取扱いを含む

生物材料および相当量の揮発性物質の取扱い

排気 室内排気
少量の揮発性物質・ガスの使用は開放式ダクト接続による室
外排気

密閉式ダクト接続による室外排気

循環気率 約70% 約50% 0%

前面開口部
平均流入風速

0.4m/s以上 0.5m/s以上

汚染プレナム 負圧または負圧プリナムで囲む
（A, B, C, D）

正圧だが負圧プリナムで囲
まれる（B, C, D）

負圧または負圧プリナム
で囲まれる（E）

すべて負圧プリナム（F）

（JISK3800:2000ではB3）

清浄プレナム

HEPAフィルタ

汚染プレナム（負圧）

汚染プレナム（正圧）

C(改良形)

安全キャビネット



HEPA (High Efficiency Particulate) フィルタ

定格風量で粒径が0.3 µmの粒子に対して99.97％
以上の粒子捕集率をもち、かつ初期圧力損失が
245Pa以下の性能を持つエアフィルタ（JIS Z 8122)

浮遊粒子、微生物を捕集

ガス状物質は捕集不可

HEPAフィルタの捕集理論

1. 慣性：慣性により流線を離れ、繊維に衝突して捕集

2. 衝突：繊維に接触して捕集

3. 拡散：ブラウン運動によって繊維に接近して捕集

4. 重力：重力による沈降

5. 静電気：静電気力で繊維に捕集
ろ材はガラス繊維



遠心機

動物飼育アイソレーター

ピペットマン、
ピペットエイド

HEPA排気機能付きカプセルを使用

安全実験機器、器具の例



消毒薬 一般細菌 結核菌 芽胞 真菌
エンベロープ
なしウイルス

エンベロープ
ウイルス

高水準消毒薬
大量の芽胞の場合を除い
て、すべての微生物を殺滅

グルタラール ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

過酢酸 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

フタラール ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

中水準消毒薬
芽胞以外のすべての微生
物を殺滅するが、なかには
殺芽胞性を示すものがある

次亜塩素酸ナトリウム ＋ ＋ ＋ ＋ ± ＋

アルコール ＋ ＋ - ＋ ± ＋

ポピドンヨード ＋ ＋ - ＋ ± ＋

クレゾール石けん ＋ ＋ - ± ± ＋

低水準消毒薬
結核菌などの抵抗性を有す
る菌および消毒薬に耐性を
有する一部の菌以外の微
生物を殺滅

第四級アンモニウム塩 ＋ - - ± - ＋

クロルヘキシジン ＋ - - ± - ＋

両性界面活性剤 ＋ ± - ± - ＋

＋：有効 －：無効 ±：効果が得られにくいが高濃度の場合や時間をかければ有効となる場合がある

消毒薬の病原体に対する効力

消毒

病原体を扱う者は、扱う病原体に対する消毒薬の効果、消毒方法等を熟知すること

消毒は、感染が成立しない量まで病原体の数を減らすこと



高圧蒸気滅菌（オートクレーブ） 乾熱滅菌

121℃以上で15分以上

・インジケーターを用いて滅菌の確認を行うこと。

・蒸気滅菌であることに留意
➡ 滅菌条件は蒸気が触れる部分 ➡ 動物死体等は温度、時間を考慮

ホルムアルデヒドガス燻蒸

ケミカルインジケーター

滅菌

・

滅菌は、病原体をすべて殺滅すること



鍵つきの保管庫に保管

病原体は容易に壊れない容器（クライオチューブ等）に保管

保管庫は施錠

鍵の管理は責任者の責任

保管室（実験室）は立ち入り制限

保管庫に、病原体情報（種類、名前）は表示しない

病原体保管に関する情報のメールでのやりとりは原則禁止
やむを得ない場合はファイルにパスワードをかける、不特定多数に送らない、
フリーメールは使用しない、などの適切な対応をとる

保管



輸送容器荷姿

病原体（クライオチューブ）

吸収材（漏れ対応材）

衝撃吸収材

防漏型２次容器

２次容器フタ

封印用シール

発泡スチロール断熱ボックス

ドライアイス

封印用シール

内容表示ラベル

運搬用の梱包は、漏洩、飛散等の未然防止のため、次の措置を行う

１．輸送容器は、防漏型2次容器と吸収材を用いた多重梱包とし、輸送中の振動等による漏洩及び飛
散を防止する

２．輸送容器には、耐衝撃性のクッション材を充填した収納ケースを使用する

３．輸送容器及びオーバーパックには法定の標識を付する

ドライアイスはこの容器に絶対に入れないこと！！

輸送容器はカテゴリーA（国連で定められたリストにある病原体）またはカテゴリーB（A以外の病原体）病原体輸
送容器を用いる

病原体の航空機や船舶による輸送および特定病原体の陸上輸送は、国連で定められた梱包が必須

輸送



その他専門家がカテゴリーＡと判断する病原体

特定病原体はすべてカテゴリーAとして輸送

患者由来の臨床検体の多くはカテゴリーＢ

カテゴリーＡに分類される病原体

輸送



・病原体を扱う実験室、保管する保管室、滅菌操作を行う区域、
空調設備機械室等は、管理区域として設定

・管理区域への立ち入りは、許可された者に限る
（教育訓練を受けた者、作業責任者が認める者等）

・実験室（保管室）の出入口には、管理区域の標示をすること

1. BSLのレベル

2. 責任者の氏名と連絡先

3. バイオハザード標識

病原体情報（種類や病原体名）は表示しないこと！

管理区域の設定、標識



安全キャビネット

BSL-3施設

滅菌設備（オートクレーブ）

保管庫（冷凍、冷蔵庫）

遠心機等

その他の使用、保管、滅菌に関わる機器

特定病原体、監視伝染病病原体の安全管理に必要な設備に
ついては、毎年、定期的に点検することが重要

各実験室の各機器にあわせ、必要な項目（説明書等で確認）について実施
作業責任者が点検を実施し、安全責任者が確認

機器・設備の点検



二種病原体の記帳義務

・受入れ又は払出しに係る病原体等の種類（毒素にあっては、その種類及び数量）

・病原体等の受入れ又は払出しの年月日

・病原体等の保管の方法及び場所

・滅菌等に係る病原体等の種類

・病原体等及びこれに汚染された物品の滅菌等の年月日、方法及び場所

・病原体等の受入れ又は払出しをした者の氏名

・実験室への立入り又は退出をした者の氏名

・実験室への立入り又は退出の年月日

・病原体等の使用に従事する者の氏名

・病原体等の滅菌等に従事する者の氏名

・二種病原体等取扱施設の点検の実施年月日、点検の結果及びこれに伴う措置の
内容並びに点検を行った者の氏名

・二種病原体等取扱施設に立ち入る者に対する教育及び訓練の実施年月日、項目
並びに当該教育及び訓練を受けた者の氏名

記帳



アクシデントがあった場合には、

パニックにならず

実験を中止し、病原体を安全な場所へ確保し

作業責任者、安全責任者へ報告

周囲の者へ伝え

緊急連絡網を作成し、実験室に掲示しておくこと

状況に応じて、速やかに避難する

緊急時・非常時対応マニュアルを作成し、対応の準備をしておくこと

非常事態や緊急事態（人災、天災、汚染事故、施設異常、実験者
の体調不良、不審者侵入など）に備え、

その際、病原体を密閉容器に入れ保管庫にいれる、または、消毒薬等で不活
化する、などの処理を行い、安全を確保した後に避難する

大規模な地震、火事発生時は、速やかに実験を中止し退避する

非常時の対応



ばく露時の基本的な応急措置

1. 病原体を安全な場所に置く

2. できるだけ速やかに大量の流水などでばく露部位を洗う

3. 連絡体制に従って連絡し、指示された病院に搬送

(ばく露の対応)

第17条 次の各号の場合は，ばく露したものとして取り扱うものとする。

(1) 外傷，吸入，粘膜ばく露により，病原体等が従事者等の体内に入った可能性があるとき。

(2) 実験室内の安全設備の機能に重大な異常が発見されたとき。

(3) 病原体等により実験室内が広範に汚染されたとき。

(4) 職員等の健康診断の結果，病原体等によると疑われる異常が認められたとき。

(5) 第21条第7項に規定する報告があったとき。

2 前項各号のばく露の可能性がある職員等がいる場合は，速やかに次に掲げる応急手当を行った後，保健所へ連絡し，直ちに指示され

た移動手段により別に指定する病院へ当該職員等を搬送するものとする。

(1) 外傷，粘膜ばく露により，病原体等が従事者等の体内に入った可能性があるときは，傷口等を大量の水道水及び石鹸水により

洗浄する。

(2) 吸入ばく露等により病原体等が体内に入った可能性があるときは，口腔及び鼻腔を水道水及び石鹸水により洗浄する。

3 ばく露を発見した者は，速やかに適切な消毒剤により現場の除染を行うなど，現場の保全及びまん延の防止に努めるとともに，直ち

に取扱責任者，安全責任者又は部局等の長に，汚染の範囲，ばく露したと思われる病原体等の種類及び身体的異常について報告

しなければならない。

3 前項の報告を受けた取扱責任者，安全責任者又は部局等の長は，相互に連絡をとり，事態の状況を正確に把握するものとし，取扱

責任者に命じ別に定める必要な措置を講じるとともに，遅滞なく取扱主任者，バイオセーフティ委員会に届け出なければならない。

4 前項の届出を受けた取扱い主任者，委員長は，直ちに詳細な調査を行うとともに，その結果を学長に報告しなければならない。

5 前項の報告を受けた学長は，その報告内容により，厚生労働省及び警察署等に遅滞なく届け出なければならない。



-BSL-2実験室での作業例-

4. 実験室での基本的な作業



実験前には手を洗う

病原体を扱う際には、白衣を着用すること

実験室内専用の白衣を用意し、
白衣を着用したまま実験室外へ出ないこと

BSL-2実験室使用の例 実験前の準備

実験に関係のない私物、飲食物等を
実験室に持ち込まないこと
（口に飴、ガムを含むのもダメ）

イヤホンをつけることは禁止
（異常音、アラーム音等に気づかない）



病原体を扱う際にはゴム手袋をすること

手袋のままドアノブやPCを触らないこと（たとえきれいでも）

実験室外ではゴム手袋を
脱ぐこと

手袋（グローブ）の着用



安全キャビネットの予約、使用を記録

オートクレーブ缶を準備
缶がいっぱいであれば、オートクレーブにかけ、
新しいものを準備

ライト、ファンをつけ気流の安定を確認
ガスバーナーが作動することを確認

廃液タンクを確認。およそ3分の2以下の容量で
新しいものに交換

安全キャビネットの使用



安全キャビネット内には最小限
必要なものをおく

実験操作に支障が無いようになる
べくスペースに余裕をもたせる

空気の吸い込み口をふさがない

スイッチを入れたら、15分程度
動かしてから作業を開始する

なるべくキャビネットの中央付近で
作業を行う

吹出し

流入

安全キャビネットの使用



遠心用カプセルはキャビネット内で
開ける

キャビネット内の作業後、手袋を
70％エタノールで消毒する

安全キャビネットの使用



ベンチのそばに、有効な消毒薬（10%SDSや70％エタノールなど）
を準備しておくこと

病原体をこぼしてしまった場合、ペーパータオルで覆い、消毒薬をかける。
10分以上放置後、ペーパータオルを回収、消毒薬で速やかに拭き取る

安全キャビネットの使用（溢流時の対応）



使用後は、オートクレーブバックの口を縛り、滅菌缶
に入れ、オートクレーブ滅菌する

ゴム手袋は滅菌缶に入れ、オートクレーブ後に捨てる

滅菌缶に、汚染されたチップ、チューブなどを入れたオー
トクレーブバッグを入れておく場合は、口を閉じ中身を露
出させない（表面はアルコール消毒しておく）

汚染されたピペットはさらに大きなオートクレーブバッグに
入れて口を縛るか、キャビネット内に置いておく

安全キャビネットの使用（使用後）



使用後は消毒剤（70％アルコールなど）
を吹き付ける

UV下に最低10分は置く

アスピレーターを使用した場合は、消毒液
でチューブ内をリンスする

作業後、すぐスイッチは切らず10分程
度動かしたままにする

安全キャビネットの使用（使用後）

キャビネット内は最低限のものだけおく



オートクレーブをかける前に水量を確認
下のタンクの水量も確認

121°C, 20分にプログラムされているのを
確認後、ふたを閉め、ロックし、スタート

オートクレーブ滅菌



・病原体を保管、使用する前に、必要な手続きを済ますこと

・自身、実験室内や建物内の人、および周囲環境への安
全管理対策を正しく行うこと

・質問などがあれば、研究推進課へ問い合わせてください

・各病原体および各実験室（保管室）の実際の運用に
あわせて、各研究室でルールを定め、必要に応じたトレー
ニング等を行って下さい

最後に確認


